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時間割 

第１講「やる気のマネジメント」 
   経営学部准教授 加納郁也 

第２講「授業方法のマネジメント」 
     経済学部教授  石田潤 
第３講「カリキュラムのマネジメント」 

 看護学部准教授 池田雅則 

 

 

 

講習概要  
生徒のやる気を高めるにはどうすればよいか、効果的な授業方法とは 

どのようなものなのか、教育目標の実現に向けて教育課程をいかに 

実践・運営していけばよいのかなどについて、“マネジメント”の観点 

から論じる。
 

 
 
 
講習に期待すること                                                                  
・教育現場でのマネジメントには、生徒が充実した学校生活を送るためのものと、教員が効率よく働くためのものとの二つの視

点があると考える。どのような工夫ができるか知りたい。 
・本当の学びとは、暗記や計算だけでなく、自分が面白いと思ったことを追及していくことだと考える。ひとりひとり違う生徒

にどうやる気を起こさせ、興味を持たせることができるか。 
・大学入試制度が大きく変わろうとしている中、授業のやり方をどのように

工夫していけばよいか。
・伝統校であればあるほど「例年どおり」が繰り返され、何が正しいのか分

かり難くなっている。日々の業務において判断の指針となる情報を得たい。 
・教育課程の編成に携わる立場にあり、学習指導要領改変に伴う効果的な教

育課程の編成方法について知りたい。 
・多様な生徒たちを相手に、きめ細やかに指導を行うにはどうすればよいか。

よくできる生徒とあまりやる気のない生徒が混在する教室での指導方法
について、いろいろな考えを知りたい。 

・生徒にやる気を起こさせ、それを持続させるためのテクニックや仕掛けを
教えていただきたい。 

・定時制校勤務で学力の二極化が激しい。集中力がない生徒や支援を要する
生徒も多い教室で、どのように指導を行っていくべきか。 

・ネット社会の落とし穴にはまって生活のリズムが乱れ、十分な睡眠をとら
ないまま登校してくる生徒たち。彼らに働きかけ、やる気を起こさせることの難しさを日々痛感している。講習を通して学び
たい。 

・生徒の目標管理について、自分自身のセルフコントロールについて具体的に学びたい。様々な専門分野の先生方からヒントを
示唆していただけることを期待する。 

 
 

 

講習を受講して更に知りたいと思ったこと                                                     
・各講義の理論を踏まえた実践的な例を知りたい。 
・アクティブラーニングは全授業のうち、どのくらいの割合で採り入れたら 

よいか？ 
・世代間ギャップを超えて、学校組織における教員の意識改革を実践するた 

めには？ 
・指導と評価の一体化が大切であるといわれるが、長期的な学習指導目標の 

設定をどうするか。 
・経営学と組織行動論、特別支援教育におけるカリキュラム・マネジメント 

について知りたい。 
・生徒の成長欲求がかなり低い場合、どのようにしてやる気を引き出すこと 

ができるか。 
・「やる気のマネジメント」の報酬誘意性の具体例を学んでみたい。 
・やる気を引き出すための具体的な流れ、生徒とのやりとりについて自分な 

りに深めていきたい。 
・講義形式の授業に比べ、準備と実施に膨大な時間と労力を要するアクティ 

ブラーニングについて、もっと実践的な例を知りたい。 
 
 
講習を受講してよかったこと                                                                 
・子どもたちの多様性、個への配慮に忙殺されそうになっていたが、それらに対応していく方法はあると感じた。 
・生徒の資質・能力を十二分に発揮させるためには／協働しながら問題解決するところまで取り組めるチームづくり／教育活動 
全体をマネジメントする重要性等について理解できた。 

・自分にとって「生徒のニーズに応じた授業ができているか？」が長年のテーマだった。その答えが少し見えたような気がした。 
・教師を長年続けてきてマンネリ化していたが、マネジメントの視点で改めて考える良い機会となった。 
・教育現場に応用できそうなことが散りばめられていた。 
・レジュメが書き込み式で、大切なポイントを確認しながら進めることができた。 
 

平成 28 年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

教育現場でのマネジメント 
2016.7.23 Sat. 神戸商科キャンパス 
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・先生方の専門分野が、経済・経営・看護とそれぞれ異なる専門分野からの
アプローチであったにも拘らず、講習内容が連動していて分かりやすかっ
た。 

・学校マネジメントを経済・経営の立場から解説されたのが斬新で面白かっ
た。もっとじっくり聴きたいものもあった。 

・経営学と教育を結びつけて考えたことがなかったので、新たな考え方に触
れることができてよかった。 

・経営学、組織行動論、アクティブラーニング理論とその背景、特別支 
援教育のカリキュラム・マネジメントについて関心を持つ契機となった。 

・苦手なことに取り組ませる場合、得意分野や変更が効くことを組み込むこ 
とで、モチベーションを高められることが分かった。 

・新指導要領は、アクティブラーニングをすべてに採り入れなければならない
と考えていたが、各校の目標に合わせて採り入れることが大切であることが
分かった。 

・それぞれの先生方が、現場に寄り添った目線で話されたので分かりやすかった。 
・講習で学んだことを学校現場で生かしたい。特に、道具性や報酬誘意性をもっと伝える努力をしたい。 
・資料が分かりやすくとても参考になった。今後の資料作成に活かしていきたい。 
・時間が短く感じられるほど、充実した内容だった。 
 
 
その他のコメント                                                                            
・３コマとも講義形式だったが、どこか１コマでも受講者が参加できる講習があってもよかった。 
・講習の中でもアクティブラーニングを実践していただければ、より参考になったと思う。 
・それぞれの講習の最後にテストをした方がよいと思う。手が痛かったです。 
・質疑応答がもう少し長くてもよいかと思いました。 
・会場までの黄色い道案内がよかったです。 

 

 

 

写真撮影：神戸商科キャンパス学務課 藤田 

 

 
 
 

兵庫県立大学神戸商科キャンパスでは、平成 21 年度より毎年、教員免許状更新講習を開講しています。 
平成 28 年度は、経済・経営・看護学部の教授陣による講義が行われました。 
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時間割 

第１講「心理療法とは？学校における 
必要性と課題」 
環境人間学部教授 井上靖子 

第２講「心理療法の実際－教師と 
カウンセラーの連携・協働」 
環境人間学部教授 井上靖子 

第３講「スマートフォン時代の生徒指導 
の方向性」 

  環境人間学部准教授 竹内和雄 

 

 

 

 

 
  
講習概要  

本講義は、心理療法と生徒指導について考える機会を提供します。前半は、  

スクールカウンセリング活動の１つである心理療法を取り上げます。心理 

療法において、なぜ「聴く」を大切にするのか、なぜ面談室で行われるのか、 

教師との連携や協働について不登校又はいじめの事例を通して考えます。 

後半は生徒指導について考えます。スマートフォン等の流行によって生徒 

指導も変化してきています。不易と流行、それぞれについて、実例を交え 

ながら考えます。

 
 

講習に期待すること                                                                                     
・スマートフォンの普及で、目に触れないところでいじめが増えていると感じる。その対処法・予防法を教えてほしい。 
・相手の心をどのようにつかみ、開いていくか。生徒一人ひとりの思いをしっかり理解するために「聴く」コツを学びたい。 
・自信が持てず、思いをうまく表現できない子どもに、どのように自信を持たせ、生き生きと生活できるよう変えていくことが
できるのか。 

・ここ数年、不登校や心のケアが必要な児童を受け持つことが増えてきている。一人ひとりへの対応は異なるが、目の前にいる
児童をみていくうえで参考にしたい。 

・多様化する現代社会にあって、学校生活の中で人間らしく生きるとはどういうことか。その方向性を考えるきっかけになれば 
と思っています。 

・学校現場におけるスクールカウンセラーと教師の連携について、効果的な方法を学びたい。また、連携を図るうえで留意すべ 
き点について知りたい。 

 
 
講習を受講して更に知りたいと思ったこと                                                                    
■心理療法について 
・以前、校内研修に来られた児童心療内科の先生が「子どもが保健室で話した内容で気になることは、担任に伝えてもよいか」
という養護教諭の質問に対し、「なぜ伝える必要があるのか」と応えられたことがあった。子どもの秘密を守ることは大切だ
が、担任として把握しておかなくてはならないことがあると感じた。本日の講義の中では、「担任にも伝える」と話しておら
れた。それぞれの考え方の違いを知りたい。 

・カウンセリングで、相手の言動からその背景や隠された本心を見抜く力はすごいと思った。その見立ての技術をどのようにし
て身につけていくのかが知りたい。 

・心理療法で使われる箱庭療法では、心の中の言葉や思いを不思議なくらい現れることに驚いた。子どもの行動に意味はあるの
だろうか。スクールカウンセラーの知識の深さ、その子を知るための手立てをいろいろ考えておられることを知り、現場場に
戻ったら、少しでも実践につなげていきたい。 

・心理療法の講義で「スクイグル法」について触れておられましたが、
保健室で使える技法についても知りたかった。 

・カウンセリングをするとき、遊びの中で子どもが発することばや表
現にアンテナを張って読み取ることを教わった。そのスキルをもっ
と学んでみたい。 

・児童の心と向き合えるよう頑張りたい。 
・1対１の関係性を求める生徒、通常学級に在籍しているが発達障が 
いを持っている生徒が増えている。担任以外にも、生徒に関わる人 
が必要だと感じるが、やはり各校に一名スクールカウンセラーを配 
置する必要があるのだろうか。 

 
■スマートフォン時代の生徒指導について 

・ＩＴが苦手で「知らなくてもよい」と思っていた。講義を受けて、
「知ることが、これからの生活指導に必要だ」と気づいた。 

・ネットトラブルに遭ったとき、解決した事例などについて知りたい
と思った。 

・特別支援教育の教育支援員という立場にあり、子どもと 1対 1で関
わる機会も多い。聴く技術について更に知りたい。 

・保護者との関係づくりや、保護者向けの情報モラルとして知らせておく場合の方法について知りたい。 
・現在、子どもたちが晒されているネット上の危険や犯罪などについて詳しく知りたい。 
・スマホに関しては全く知らなかったので、子どもたちに「なぜ、これをしないでほしいか」を説明できるようになりたい。 
・ポケモンＧＯをはじめ、社会的に問題になる内容に明るくないので、とても参考になりました。このような研修会があれば、
自主研も含め、また参加したいと思います。 

・スマートフォンに関わる犯罪についての講話が面白かったので、更に詳しく聴きたい。 
・スマートフォンの問題については、教職員はもちろん保護者もいっしょに聴いてもらいたい内容でした。 

 
 
 
 

平成 28年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

 
2016.7.30 Sat. 姫路環境人間キャンパス 
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講習を受講して良かったこと                                                                       
 
■心理療法について 

・児童の行動の背後にあるものを感じとることの大切さ、表面的な行動しか見えていなかったことに改めて気づかされた。 
・井上先生の柔らかな話し方が印象的でした。真似してみたいと思う。 
・スクールカウンセラーの先生方がどのように子どもたちと関わり、隠れた思いを引き出しておられるか、教師と保護者との 
間に立ち、相互の関係が円滑にいくよう支えてくださっているかが分かり、有難かった。 

・新しい情報を得ることができてよかった。スクールカウンセラーともっと連携していきたい。 
・第３講・第４講は、昭和世代にはショックな内容だったが、子どもの常識について考えされられた。 

・心理療法での「聞く」と「聴く」の違いを知り、日常会話でも 
相手の気持ちを考えたキャッチボールをしていきたいと思っ 
た。 

・スクールカウンセラーの具体的な事例を通して、その役割の大 
切さがよく分かった。月 1回、本校にも来校されているが、も 
っと互いをよく知って連携を図ることで、子どもたちを支援し 
ていきたい。 

・子どもの問題行動には、意味や背景がきちんとあることが分か 
った。 

・児童の心をしっかりと分かろうとする教師でいたいと、改めて  
思った。 

・スクールカウンセラーと教諭がどのように連携されているかが 
分かり、次学期からの参考になりました。本校ではスクールカ 

ン  セラーの名前は知っていますが、顔を見たことがありません。    
どの生徒が相談室に行ったのか、どんな悩みを抱えているのか 
も全く知りませんでした。今日は、スクールカウンセラーの仕 
事を知るために受講しました。 
 

 
■スマートフォン時代の生徒指導について 
・竹内先生の講義、惹きつけられてあっという間でした。 
・スマートフォンやネット社会では自分の知らないことが多くあり、生徒がどんな世界で生きているかを知って驚いた。知る 
ことの必要性と、穏やかに受けとめる心構えが少しできたように思う。 

・スマートフォンやネット社会より、もっと現実の学校生活を充実させていけるよう考えてみたい。 
・生徒指導について、今どのように指導していったらよいかと頭を悩ませているＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス） 
に関する内容だったので、今すぐにでも子どもたちに伝えたい、指導したいと思いました。 

 
■講習全体について 
・先生方が笑顔で私たちに安心感を与えてくださるので、集中して講義を受けることができた。 
・両先生ともたくさんの事例を挙げて説明してくださり、大変満足している。多くの現職教員にも聴いてほしい。 
・久しぶりに講義を受け、初心に戻って仕事に取り組めそうな気がする。いろいろな立場の人の「見方」を学ぶことができた。 
明日から、新たな心構えで生徒を迎えられそうな気がします。 

・自分の無知を知らなくてはならない。大人としての責任を感じ、もっと頑張らねばと思った。 
 ・両先生ともいろいろな事例を取り扱っておられるでしょうから、今学校で困り感をもっている子どもたちの事例を挙げて、 

先生方のご意見を伺いたいと思いました。 
 
その他コメント                                                                                  
・心理学の専門用語で分からないところがあったので、定義を書いた資料があればよかったです。 

 ・前半の講義のテストを、後半の始めにできたのは本当によかった。聞いたことを整理する上でも、やはり直後がよいと思 
いました。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

写真撮影：姫路環境人間キャンパス学務課 告野 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
兵庫県立大学姫路環境人間キャンパスでは、平成 28年度より新たに教員免許状更新講習を開講しました。 
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時間割 
第１講「防災教育の目指す教育目標について」 

   防災教育研究ｾﾝﾀｰ教授 森永速男  

第２講「防災教育に求められる視点について」 

     防災教育研究ｾﾝﾀｰ講師 宮本匠 

第３講「災害メカニズムの理解」 

  防災教育研究ｾﾝﾀｰ教授 森永速男 

第４講「防災・減災のための情報活用」 

    防災教育研究ｾﾝﾀｰ准教授 浦川豪 

第５講「防災教育教材の体験」 

     防災教育研究ｾﾝﾀｰ 森永・浦川・宮本 

 

 

 

 

 
 
講習概要  

児童・生徒に対する防災教育に関する基礎的知識の修得を目的とし、 

以下の内容について講義する。 

１． 防災教育の目指す教育目標等について説明する。 

２． 防災教育に求められる視点について説明する。 

３． 災害メカニズムの理論：災害発生のメカニズムについて、 

分かりやすく説明する。 

４． 防災・減災のための情報活用：防災・減災のための情報の 

活用に関する実例を紹介する。 

５． 防災教育教材の体験：カードゲームなど、防災教育に役立つ 

教材について実際に体験する。 

 
講習に期待すること                                                                   

・理論だけでなく、実践力が向上するような講習を期待する。 

・人と防災未来センターにおいて、神戸ならではの学びができるのではないかと期待している。 

・大震災を経験した世代として、それを伝えていく役目があると思っています。どうすれば、子どもの心に響く防災教育ができ

るか知りたい。 

・神戸での教員生活も長くなりましたが、日々の多忙を理由に体系的に研修を積み重ねる努力を怠ってきました。災害のメカニ

ズムを正しく捉え、その影響を可能な限り尐なくするための教育支援のあり方を学んでみたい。 

・震災を知らない子どもたちに、過去のこととは思わせない指導の仕方を学びたい。 

・特別支援学校（知的障がい）での防災教育の内容や方法について悩んでいます。何かヒントを得られればと思い、参加させて

いただきます。今九州で避難生活を送っておられる方々に胸が痛みます。 

・教員の組織的活動（連携）について伺いたい。 
 
 

講習を受講して得られた新たな発見・印象に残ったこと・考えさせられたこと                 

■防災教育とは 

・防災教育では１.１７集会や避難訓練などパターン化された取り組みしかできて

いなかった。いのちについて考えることや人とつながるきっかけとなる取り組み

を、道徳教育や総合学習などの特別活動を通して、理科・社会・家庭科など教科

と連動させて、生徒が主体的に活動できるように発展させていきたい。 

・現任校に赴任して２年目になるが、今まで住んだことのない山側の土地で電車も

なく店もない。しかし、こういう土地だからこそ、過去に起こった災害に関する

情報や、近隣の河川・山・避難所など調べておく必要があり、子どもたちにも防

災教育を徹底していきたいと感じた。 

・地震が起こるメカニズム（弾性反発）、乾燥した空気と湿った空気の重さのこと

など、なるほどと驚くことばかりで、地球について災害のメカニズムについても

っと知りたいと思った。そして子どもたちに教えたいです。 

・防災教育に求められる視点や被災者とともに過ごす関わり方に、特別支援教育に通ずるものがあって心が温かくなりました 

・防災教育は、「災害」という切り口を通して自然現象や社会規範を学び、いろいろな経験を通して達成感や失敗を乗り越える

力（＝人間力の基礎）を身につけることだと分かった。私にとって新たな発見だった。 

 

■教員が被災者になったとき 

・いざというとき、自分が被災者として、また避難所を運営する側の人間として、避難所で板ばさみになってしまわないように、

普段から地域やＰＴＡの方達と協力して、研修を行う必要があると感じた。 

・小学校の教員なので、災害時は公助の立場で動かなくてはならないが、自分が被災者になった場合を想定すると、一人ひとり

が自助の力を高め、地域での連携や地域主体の避難所運営ができる体制づくりは、とても望ましい形に思える。今回の講習内

容を神戸市の小学校教職員が研修として学べればと思う。 

 

 

 

平成 28年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 
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■避難訓練は誰のためのものか 

・勤務校は海に近く、「津波が起これば水没する」と言われています。子どもたちを釜石東中学校の生徒たちのように育てたい

が、何から始めればよいのでしょうか。今まで避難訓練は生徒のためのものと考えて取り組んできたが、実は教師のためのも

のだったことに今日の講義で気付いた。 

・勤務先のこども園に新しい園長が着任されてから、避難訓練の内容が一変した。「地震で割れた窓ガラスが散乱している廊下」 

や「断層がずれて大きな穴が開いていしまった園庭」、「ケガをした子どもが動けなくなった」など、毎回違った環境下で訓練 

が実施されるようになった。今日の講義を受けて、園で行われていた訓練の大切さを改めて実感することができた。 

 

・私は０才～６才児を混合で預かる保育所で働いている。普段は落ち着いて 

行動できる子どもでも、災害緊急時にはパニックになるであろうことは容 

易に想像がつく。怖がりの子も甘えん坊の子もいるが、平穏な日常の中で 

こそ、大人の話をよく聴く習慣を身につけさせなくてはならない。いろん 

な状況を想定し、頭の中で自主避難訓練をしてみようと思う。家族を離れ、 

園生活を送る園児たちにとって、非常時にこそ頼れる保育士を目指したい。 

・勤務先の特別支援学校では、年数回避難訓練を行っている。事前に内容は 

知らされず、火災や地震、通行できない場所がある、行方不明者やけが人 

がいる、放送が使えない等々、様々なパターンが担当者より提示される。 

他にも、学校周辺でどんなことが起こり得るか意見を出し合ったり、ＰＴ 

Ａと合同で研修会を行ったり、備蓄品の準備をしたりしている。特別支援 

学校ということで、災害時には福祉避難所になると思うが、一般の避難所

と比べて特別な準備や体制づくりが必要になるのか、基本的なシステムが十分理解できていない。過去の災害で、福祉避難所

となったところの事例があれば、どのようなシステムであったのか教えていただきたい。 

・学校はもっと地域と連携し、平時から地域住民に開かれた場になるよう積極的に活動していきたい。常に地域や保護者を巻き

込んで活動することが、地域の活性化や生徒の地域への愛着に繋がり、ひいてはそれが防災に繋がっていく。それを是非実践

してみたい。 

 

■災害時に機能する個人マニュアル 

・災害時は、学校全体の防災マニュアルより、教師や生徒個々のマニュアルの方が動きやすいことがよく分かった。マニュアル

やフローチャートの作成方法についてもっと知りたい。視覚化することで、日頃から子どもたちに理解させておくことが大切。

ぜひやってみたい。 

 

■サバイバル法・災害食 

・災害に備えてのサバイバル生活法や料理法など、実際に自分で体験した上で授業に使いたいと思った。 

・阪神淡路大震災の経験を授業に活かしていこうと考え、家庭科の授業で災害食を作ったり、水の使い方について話し合ったり

している。今日の講習でジップロックでご飯を炊く方法を知ったので、先ず自分で試してから授業に採り入れてみたい。 

・以前から、「防災クッキング」というパッククッキング、ローリングストック法に関心があったので、今年こそ家庭科や総合 

学習で実習授業をしたいと、約 1年間試作・検討を繰り返してきました。講義の中で紹介されていた『食から学ぶ震災の記録』

を、自分も持参していましたので嬉しかったです。 

 

■阪神・淡路大震災を振り返って 

・阪神淡路大震災を経験し、ひとりの教員として学校が地域の中で担う役割の大きさを実感した。災害時、目の前で発生する課

題に直面したとき、自分ひとりで解決できる問題ばかりとは限らない。チームで対忚すべき問題も多く、皆をまとめあげるプ

レゼンテーション能力（説明責任の遂行）や、チームワーク、コミュニケーション能力も求められる。今、教員としてできる

ことは、複数の専門教科のエキスパートが、防災への意思決定参画プロセスを授業展開できるような指導計画を立てていくこ

とだと思った。 

・保育園の子どもたちに、２１年前自分たちが住んでいるところで、阪神淡路大震災が起こったことを伝えていきたい。 

 
兵庫県立大学防災教育研究センターでは、平成 25 年度より毎年、教員免許状更新講習を開講しています。 
防災教育研究センターは、阪神・淡路大震災で兵庫県に蓄積された知識・ノウハウを次世代及び他地域へ伝えていくため、 
平成 24 年度設置されました。 
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■被災者の心のケア 

・「被災すると、一歩前へ踏み出すことができなくなってしまう」という話を 

聞いたことがある。私自身、震災や水害を二度経験したが、今日の講義を聴 

いて、あのとき自分の心はどんな状態にあったのか尐し分かったような気が 

した。「変わらなければ」というプレッシャーに、立ち止まってしまった私 

を、温かく見守ってくれた周囲の方々に今感謝している。 

・被災された方々の目には見えない「心」を、学生ボランティアが支援して 

いたことに感銘を受けた。そのことを忘れてはいけないと感じた。 

・昨年度、東日本大震災の現場を見る機会があった。それは想像以上で、 

やはりこれまでの想定を超える災害であったのだと感じた。現場に立ち、肌

で感じなければ分からないことがある。自分自身がボランティア活動に参加

してみないと、被害の大きさや被災者とのコミュニケーションの難しさは分からないのではないかと思った。 

・クロスロードゲームの文章を読みながら、自分が水害ボランティアに行ったときや、阪神淡路大震災のときのことを思い出し

た。泥や畳の片付けも、多くの人に教えられて初めてすることができた。災害の現場で教えられたことがたくさんあった。 

 

■防災・減災のための情報活用 

・行政が、被災者の自立・再建を促すことを第一に考え、どこを基準として線引きしているのかを知ることは、一人の市民とし

てとても大切なことであると思います。罹災証明、忚急危険度判定、被害認定調査のことは全く知らなかったので、大変勉強

になりました。 

・特に印象に残ったのは「防災・減災のための情報活用」の講義で「あまり外部からたくさんの物を支援しない」という言葉で

した。災害が起きれば、たくさんの救援物資が運びこまれて、被災者の人も助かると思っていましたが、現地の物が売れなく

なるという理由に納得しました。 

 

■認知地図 

・勤務校周辺の認知地図を描こうとして、自分の持っている情報量の尐なさ

に気付かされた。災害時、地域住民と協力して避難所運営をしていく立場

になるにも拘らず、普段は勤務校と家を往復するだけになっていた。地域

の方々に、「子どもたちのために」とお願いごとをする一方で、学校・教

師側は地域に寄り添うことができているか、課題を感じた。 

・地域の歴史や昔起こった災害、そのとき人々はどう動いたのか、地形やそ

の地形に添った工夫がみられる建物はあるのか知りたいと思いました。 

・「防災・減災のための情報活用」で見せてもらった、県大生の「しあわせ

運べるように」、石田裕之さんの「やっぺす♡石巻」の歌が印象に残りまし

た。歌の力はすばらしいと思う。講習が終わったらもう一度チェックして

みたいです。 

 

■クロスロードゲーム（防災教育教材の体験） 

・クロスロードゲームでは、様々な状況下で答えのない問いに自分で判断を 

下していくことがとても難しかった。メンバーが８人いれば８人とも意 

見が違っていて、それを知ることが大切だと感じた。 

・防災教育教材のクロスロードゲームは、ぜひ授業に採り入れてみたい。 

内容が尐し難しいので、小学校低学年でもできるように問題を置き換え 

て取り組んでみたい。自ら考え、周りの人たちの意見も受入れつつ判断 

していく姿勢が育ってよい教材だと思った。 

 

 

 

 

写真撮影：本部学務部学務課 村上 

 

 
  
 
 
 
平成２９年４月、兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科を設置予定です。  
http://www.u-hyogo.ac.jp/academics/graduate/gensai/index.html 
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時間割 

第１講「地域資源とは？」 

     地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科教授 江﨑保男 

第２講「地域資源の活用について」 

A:地域の自然資源活用・ジオパーク 

地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科教授    井口博夫 

B:地域の自然資源活用・地域生態系と野生復帰 

 地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科准教授 大迫義人 

C:地域の社会・文化資源活用・歴史遺産  

地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科教授  中井淳史 

第３講 実習・演習 

A:地域の自然資源活用・ジオパーク 

 地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科准教授 先山徹 

地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科助教  松原典孝 

B:地域の自然資源活用・地域生態系と野生復帰 

 地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科准教授 佐川志朗 

 地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科准教授 内藤和明 

C:地域の社会・文化資源活用・歴史遺産 

 地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科教授  中井淳史 

 地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科准教授 山室敦嗣 

 地域資源ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究科准教授 山崎義人 

 

 

 

 

 
 

講習概要  

児童・生徒に対する地域教育に関する基礎的知識の修得を目的とし、 

以下の内容について講義する。 

１「地域資源とは？」：地域資源を生かした地域教育の目標、効果等 

  について説明する。 

２ 地域資源の活用について（３つのプログラムに分かれる） 

Ａ 地域の自然資源活用‐地質・地形資源とその活用例 

Ｂ  地域の自然資源活用例‐コウノトリの野生復帰と地域資源化 

Ｃ 地域の社会・文化資源活用‐歴史遺産 

３ Ａ.Ｂ.Ｃのプログラムごとに地域資源の活用の実習・演習を行う｡

 
 
講習に期待すること                                   
・県立大という地域性を土台とした内容を希望します。 
・豊岡で行われているコウノトリの保全活動や、地域の生物相について 
 学びたいと思っています。 
・但馬の自然の良さを学び、生徒に伝えたい。普段見ることができない 
 ものを見たい。 
・ふるさと教育を実践する上で留意しなければならない事項、今後の方針 

などについて学びたい。 
・「ふるさとに帰りたい」と思える生徒の育成に尽力したい。 
・豊岡、但馬における現在の取り組みが分かれば嬉しいです。 
・自然豊かな但馬に住み、勤務していますが、教育に活かせる自然資源 
 などに詳しくないため、それを知る機会としたいです。また、自然資 

源活用の仕方を学ばせていただければと思っています。 
・地元の地域資源について理解を深めることで、学校だけでなく地域の活性化に役立てたい。 
・ジオパークを実際に見て、地域の自然資源の素晴らしさを体感したい。 

 
 

講習を受講して更に知りたいと思ったこと                                                     
・田結断層の露頭を見に行きたかったです。 
・コウノトリを育む農法の今後の広がり（増加）や、豊岡市または日本全体が湿地の再生をどこまで進めようとしているのか知 

りたいと思いました。 
・コウノトリを全国に定着させる方法、昔のように多くのコウノトリが飛び交う町にしていけるかを知りたいと思いました。 
・但馬の岩石の分布から、それらが形成された頃から現在までの繋がりについてよく分かった。居住地や勤務地の近辺について

も知りたいと思った。 
・山陰ジオパークの海岸にある岩石の種類や特徴を知りたい。また、実際に見て自分で学びたいと思います。 
・コウノトリやコウノトリ米への効果はどれくらいあったのか。どのレベルまで引き上げていきたいのか。 
・育む農法のメリットはよく分かったが、デメリットはないのだろうか？ 
・楽々浦はどのようにしてできたのか。 
・玄武洞をメインに、但馬の地質等を教わりました。但馬の成り立ち、生野銀山等、地質についてももっと聴きたかった。 
・田んぼの水抜き、日干しによって、トンボなどの虫が生まれる時期が変化したことを教わった。セミについても知りたいと思

った。昔と違って、ミンミンゼミが少なくなっているように思うがどうなのでしょうか？ 
・湿地に生息する種で、コウノトリ以外の絶滅危惧種や、帰化生物についても知りたかったです。 
・コウノトリと共生する地域づくりをしていることがよく分かった。今後はどのような活動をしていくのか知りたい。 
 
 
講習を受講して良かったこと                                       
・昔フナの放流で何度か行った場所がありました。そこにコウノトリが来ていることを知り、嬉しかったです。加陽の変化には

とても驚きました。 
・バスでの野外巡検、ジオサイトを見るというのは、最良の実地研修だと思われます。 
・普段の生活では知りえない知識を得ることができてよかった。「ここは何だろう？」と意識しながら周りを見てみるきっかけ

になりました。 
・コウノトリを育む農法に関することを、聴きたいと思っていた。実際に田んぼを見ながら講話を聴き、パンフレットだけでは

もう一つよく分からなかったことが理解できてよかった。 
・講義の後、実際に行ってみることができて良かったです。玄武洞は初めて行きましたが、すごく良いところでした。但馬の良

さをまた一つ知ることができました。 
・ジオパークの意味、意義さえよく分かっていなかったので、勉強になりました。先生方がご自分の持っておられる知識を、分

かりやすく伝えたいと思っておられる姿勢が、とてもよく伝わってきました。 
・午前中の座学は、地域資源について様々な観点から説明され、興味がわきました。『子どもの疑問を大切に』という本を紹介

していただけてよかった。 
 

平成 28 年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

2016.8.5 Fri. 豊岡ジオ・コウノトリキャンパス 



UNIVERSITY OF HYOGO 
公立大学法人兵庫県立大学 

 

 
 
 
 
 
・実際に触れ、肌で感じて、見てと体験しながら受講することができました。一つ一つ丁寧に説明してくださったのがとても
良かった。 

・豊岡の町をいろいろ歩き回れたことです。歩いたからこそ分かったことが沢山ありました。 
・先生方がとても楽しそうに生き生きと説明されるので、聴く側も惹き込まれました。 
・玄武洞や大磯の辺りを歩いて、詳しく説明を聞くことができた。 
・先生方がご自分の研究内容についてとても楽しそうな雰囲気で講義してくださいました。子どもたちを指導するとき、一番
大切なことだと思います。 

・但馬のことを再発見できたという意味で、大変興味深く参加した意義を感じました。 
・地元にいながら、コウノトリのことをよく知らなかった。いろいろなことを聴くことができ、面白かった。 
・実際に豊岡市内のいろいろな湿地に連れて行ってもらえたのは嬉しかった。普段自分が暮らしている町ですが、多くの発見
があってよかった。 

・ペットボトルラップをやってみたいと思った。 
・地学についてはあまり知らなかったが、分かりやすい説明と少し難しい講義内容に知的好奇心をくすぐられました。大人に
なってから、このように学ぶ機会が少ないので、集中していてい一日が短く感じられました。 

・コウノトリはたつの市にも飛来してくるので、コウノトリに限らず生物の多様性を守る農業のあり方を追求したいと感じた。
私自身農業をしているので参考になった。 

・円山川周辺の地理について、地層（地質）の観点からの理解が深まった。 
・豊岡で生まれ育ち、今までは何となく見て過ごしてきた石垣や坂道、神社などに昔の痕跡があると知り、とても興味深く学
ぶことができました。玄武洞や玄武岩についても、何となく知っているという程度だったので、勉強になりました。暑い中
での活動となりましたが、休憩時間や水分補給などいろいろ気遣っていただき、ありがとうございました。 

 
 
その他コメント                                             
・ビオトープにはどんな生物がいるとか、コウノトリはこんな生物を食べているといった資料があれば、今後の学校生活で活用 

できると思いました。 
・抜粋でもよいので、パワーポイントの資料を配布していただけたらよかったと思います。講習後に繰り返し見返すこともでき 

て理解しやすいと思います。 
・８月の野外演習ということで覚悟して臨みましたが、やはり暑さが厳しかったです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        
    
 

豊岡ジオ・コウノトリキャンパスでは、平成 27 年度より教員免許状更新講習を開講しています。 

地域資源マネジメント研究科の教授陣総勢 10 名による講義、「地球科学（ジオ）」「生態学（エコ）」 

「人文社会科学（ソシオ）」と野外実習・演習を行います。 



UNIVERSITY OF HYOGO 
公立大学法人兵庫県立大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真撮影：兵庫県立大学地域資源マネジメント研究科 佐川、田和 

地域の自然資源活用実習 

地域の生態系と野生復帰 

13：00～16：30 



UNIVERSITY OF HYOGO 
公立大学法人兵庫県立大学 

 

 
 

 

 

 

写真撮影：兵庫県立大学地域資源マネジメント研究科 松原 

地域の自然資源活用実習 

ジオパーク 

13:00～16:30 



UNIVERSITY OF HYOGO 

公立大学法人兵庫県立大学 

 

時間割 
第１講「食事調査を栄養アセスメント 

に活かす」 
環境人間学部教授 伊達ちぐさ 

第２講「栄養アセスメントを食の授業 
づくりに活かす」 
環境人間学部教授 永井成美 

第３講「栄養アセスメントを学校給食 
経営管理に活かす」 

  環境人間学部教授 坂本薫 

 

 

 

 

 
 
講習概要  

児童生徒の栄養・食生活を適切に把握することは、栄養教諭の職務である 

「食に関する指導」「学校給食経営管理」において必須である。小児を対象 

とした栄養アセスメントの方法及び得られたデータを、食の授業づくりや 

学校給食経営管理にどのように活用するかという視点から、公衆栄養（栄養 

アセスメント）、栄養教育（食育）、給食経営管理を専門とする各講師による 

講義を行う。 

 

 

 

講習に期待すること                                                                   

・子どもたちの心の安定を図り、食べることが楽しくなる食育を学びたい。 

・時代の流れと共に教育現場の状況、子どもや保護者も変化している。その現状と対応方法について学びたい。 

・平成２７年度に食事調査を実施したが、今後その結果をどのように活用すればよいか具体的に知りたい。 

・本校では、「早寝・早起き・朝排便」に取り組んでいるが、なかなか  

達成されにくいのが朝食を摂ること。担任をしていながら栄養のこと 

に疎く、「栄養アセスメント」という言葉にも馴染みがないのでぜひ 

勉強したい。 

・学級担任として馴染みの薄い食育を勉強したい。家庭科の授業にも採 

り入れられればと思います。 

・身体をつくっていく基礎となる乳幼児期の食事。偏食を少しでもなく 

すために食育を通してどのようなことができるのか。 

・「子どもが食べてくれない」と悩んでおられる保護者の方に、「こんな 

風にしたら食べてくれるのでは」と提案できるような様々な実例を知 

りたい。 

 

・子どもたちの食べる意欲、それを継続し高めていくために教師が取り組んでいる環境構成や配慮等について学びたい。 

・アレルギーについて詳しく学習したい。現代の子どもたちの心に響く、栄養や健康に興味をもってもらえる食育の授業につ 

いて知りたい。 

・給食センター勤務の栄養教諭です。子どもの食べている姿や家庭環境などが見えないまま日々の給食を提供しており、これで 

よいのかと感じていました。アセスメント手法を学び、給食にも食育にも活用していきたい。 

・偏食の児童がクラスに数名必ずいます。食の大切さ、楽しさを伝える教育について具体的に知りたい。 

 

 

講習を受講して更に知りたいと思ったこと                                                     

・給食の時間を楽しく過ごせるような環境づくり、具体的な言葉がけ、遊びの中での知らせ方などについて知りたい。 

・給食時間に「苦手なものでも、一口は食べてみよう」と声がけしているが、泣いたり吐いたりしてしまったりする。無理に食 

べさせれば、給食＝マイナスのイメージとなり、甘やかせば、いつまで 

経っても苦手なものが食べられない。効果的な言葉がけや指導方法など 

があれば事例を教えていただきたい。 

・視覚的に印象に残る、指導者が解決法を教えない等、大切なヒントをた 

 くさんいただいたので、授業に繋げたい。 

・子どもを惹きつける食育の授業についてもっと学びたい。 

・偏食には様々な要因がることを知り、偏食＝悪いことではないことが分 

かりました。こだわりのある性格の子、障がいを持っている子に対して、 

どのような食育が行えるかを知りたい。 

・幼稚園で食育を進めていく場合の、分かりやすい指導の具体例を教えて 

ほしい。（カードを使う、ゲームをする等） 

・どうすれば、子どもが笑顔でなんでも食べるようになるか。 

 

 

平成 28年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

2016.8.9 Tues. 姫路境人間キャンパス 

 



UNIVERSITY OF HYOGO 

公立大学法人兵庫県立大学 

 

 

 

 

 

講習を受講して良かったこと                                       

■講習の運営・企画について 

・実際の事案で示し、演習も入れていただけたのでよかった。最新情報を知

ることができた。 

・３つの講習を通して、共通のテーマについて講師の先生方がそれぞれのア

プローチで講義をされたため、より深く栄養アセスメントについて学ぶこ

とができた。 

・食育について、実際に授業で採り上げられた講義を聴くことができてとて

もよかった。 

・講義の順番に流れがあり、とても分かりやすかった。具体的であり、学校

で実践してみたいと思う内容だった。 

・事前アンケートで質問したことについて、講義の中で応えてくださった。

少人数体制で丁寧な講義を聴くことができ、有意義な一日だった。 

・映像あり、タブレットを使ったアクティブラーニングありと興味がわく授業を準備してくださっていて嬉しかった。最新情

報に触れることができ、大変役に立つ研修となった。 

 

■仕事に活かしていきたいこと 

・本格的調査法を学ぶ機会がなかったので、少しだが理解できてよかった。食文化が大きく変化していることに驚き、私たち

が担う責任も大きいと自覚しました。 

・給食で好き嫌いのある子どもへの、言葉がけを参考にしたい。「野菜は美味しい」と気づかせることができればと思う。 

・栄養教諭ではないので難しく感じるところもあったが、子どもたちに学ばせたい点がたくさんあった。給食でどんなことば

をかけようかと考えるきっかけになった。 

・調理の種類がたくさんあることを知ったので、過去どんな結果が出たのか事例を見てみたい。 

・クラス便りで、ピーマンの美味しい料理など紹介したいと思います。「時間の魔法」、良い言葉なのでペープサート等で使い

たいです。 

・偏食の傾向のある子どもたちから、「食べられるようになった」「苦手感が少なくなった」といったつぶやきが聴けるよう、

取り組んでいきたい。 

・栄養アセスメントの意味や活用法を知ることができ、食育の授業のヒントを多く学ぶことができた。２学期からの実践が楽

しみになった。 

 

■学んだ内容・感想等 

・子どもたちにも自分の問題として捉えさせ、考えさせていくことの大切さを学んだ。 

・「人は栄養のためだけに食べるのではない。」意識して食育を行ってきたつもりではあるが、再認識することができた。 

・食育の指導テーマや方法がマンネリ化して困っていたので、具体的な手法を教えていただけてよかったです。 

・アンケートのとり方の注意を教えてもらえた。（平日とか土日とか、注意書きの書き方など） 

・ 自分の食事摂取量をタブレットで入力して、食事摂取状況が分かったこと、楽しい食育学習の進め方が分かったこと。 

・タブレットを用いて、自分自身の食事内容を振り返ることができた。 

・講習中タブレットを使用しましたが、操作に困ったとき、先生が親切丁寧に教えてくださり助かりました。 

・仕事に活かせそうなヒントや、新たな知見を得ることができた。 

 

 

その他のコメント                                                                    

・講習時間が短いので難しいかも知れませんが、今回のように少しでよいので実践があればよいと思います。 

 

 

 

 

写真撮影：姫路環境人間キャンパス学務課 告野 

 

 

  兵庫県立大学姫路環境人間キャンパスでは、平成 28年度より新たに教員免許状更新講習を開講しました。 



UNIVERSITY OF HYOGO 
公立大学法人兵庫県立大学 

 

時間割 

第１講「３D で考える植物の形づくり」 
    生命理学研究科教授 峰雪芳宣 
第２講「先端光源：レーザーと放射光(1)」 
    物質理学研究科教授 田中義人 
第３講「先端光源：レーザーと放射光(2)」 
    物質理学研究科教授 田中義人 

 

 

 

 

 
 
講習概要  
２０世紀後半の光科学の２大発明と言われるレーザー光と放射光について、 

その発生原理と、光としての性質を解説する。また、ここ十数年で開発され 

ている先端光源と、それを用いた最近の研究例を紹介する。生物の美しい形 

は、生物体を構成する個々の細胞がなんらかの法則で集まることでつくられ 

る。その細胞構築の様子を調べるための３Ｄイメージング法と、それを使っ 

た植物種子と実生の形づくりの研究について解説する。 

 
講習に期待すること                                                                 

・放射光についての知識が少ないのでしっかり勉強したい。SPring-8 のことについても説明があれば嬉しいです。 
・最新の科学技術の一端に触れて、授業に活かしていきたい。大学でしか体験できない実験や実習。 
・兵庫県立大学理学部キャンパスという最先端の科学を扱う場所で、講習を受けられることを非常に嬉しく思います。 
・専門が化学のため、原理などの説明はできるだけ噛み砕いて教えていただきたい。 
・地学専攻のため、XR-F や質量分析計は使用したことがありますが、放射光については分かっていません。分かりやすく説明 

していただければと思います。 
・理科教育におけるアクティブラーニングの導入方法や、その実践例があれば教えていただきたい。 
・SPring-8 との共同研究で得られる知識・理解などについて知りたい。設備を見たことがないので、詳しい紹介と得られた最 

新の知見を教えていただきたい。 
 
講習を受講して更に知りたいと思ったこと                                                
・放射光の発生原理について、より深く知りたいと感じました。 

・レーザー発振、SPring-8 について知りたい。 

・植物の研究について、今後どんな風に進んでいくのか興味があります。 

・SPring-8、SACLA の施設を見学したい。実際の利用方法について更に知り

たい。 

・受精卵から胚ができるまでの細胞分化の研究に応用できるのではないか。 

・DVD ディスクについて「技術は出来上がっているが、分子レベルの変化は

まだ分かっていない。」と聞き、今後の研究について更に知りたいと思いま

した。 

・研究成果が、今後の私たちの生活にどのように役立つのか知りたい。 

 

講習を受講して良かったこと                                       

・科学の最前線で今何が行われているのか、SPring-8 の装置についても知らな

かったことが沢山ありましたが、あまり難し過ぎず、興味深く聴くことがで

きました。 

・久しぶりに学生に戻ったような気分で、日頃なかなか聴くことができない貴

重な話が聴けて良かったです。 

・今まで、放射光は単なる強い光だと理解していました。 

・理論的な部分では理解が追いつかないところもありましたが、さまざまな技

術やその応用、原理について知ることができて良かった。 

・ここ５年間の研究成果（SPring-8）を紹介いただけたこと。 

・生物分野も物理分野も新しいことが分かったので良かったです。 

・難しかったが、最先端の話を聴くことができた。 

・あやふやだった知識が整理された。 

 

その他のコメント                                            

・講義ばかりだったので、実験や実習があればよかった。 

・自分自身の問題ではあるが、少し予習が必要でした。物理や生物学が専門でないと厳しいことを痛感しました。 

 

写真撮影：兵庫県立大学播磨理学キャンパス学務課 河野 

平成 28 年度 兵庫県立大学教員免許状更新講習 

 
2016.8.22 Ｍｏｎ. 播磨理学キャンパス 
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